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Nをn-次元可微分多様体とし. TN をNの接束とする．さらに，TN \0 = {(u,X) ∈ TN ; X ̸=
0}とおく．次の条件をみたす関数 F : TN → [0,∞)が与えられたとき，これをN のフィンスラー

構造と呼ぶ．

(i) 正則性: F ∈ C∞(TN \ 0).

(ii) 正同次性: F (u, λX) = λF (u, X) for all λ ≥ 0.

(iii) 凸性: F 2 のX に関する Hessian が任意の (u,X) ∈ TN \ 0において正定値である.

多様体N とフィンスラー構造 F の組 (N,F )をフィンスラー多様体と呼ぶ．
P.Centore [1]によって導入された定義に従って，リーマン多様体 (M, g)からフィンスラー多
様体 (N,F )への写像 uのエネルギー密度を以下のように定義する．まず、IxM を gの x ∈ M に

おける indicatrix, すなわち
IxM := {ξ ∈ TxM ; ∥ξ∥g ≤ 1}

とおく．C1-級写像 u : M → N に対して，uの x ∈ M におけるエネルギー密度 eC(u)(x)とエネ
ルギー汎関数 EC(u)を

eC(u)(x) :=
1∫

IxM
dξ

∫
IxM

(u∗F )2(ξ)dξ, EC(u) :=
∫

M

eC(u)(x)dµ

と定義する．ただし，u∗F は F の uによる引き戻し，µは gから導かれるM 上の測度とする．

リーマン多様体間の写像の場合と同様にEC の Euler-Lagrange方程式の（弱）解を（弱）調和
写像と呼ぶ．

弱調和写像の正則性を得るために，次の２つの仮定を加える．ある正定数 λ < Λ に対して

λ|ξ|2 ≤ 1
2

∂2F 2(u,X)
∂Xi∂Xj

ξiξj ≤ Λ|ξ|2 ∀u ∈ N, ∀(X, ξ) ∈ (Rn \ 0) × Rn (1)

が成り立つとする．さらに F (u,X)の uに関する連続性について，

|F 2(u,X) − F 2(v,X)| ≤ ω(|u − v|2)|X|2, ∀u, v ∈ Rn (2)

がある凹関数 ω : [0,∞) → [0,∞)で limt→0 ω(t) = 0を満たすものに対して成り立つと仮定する．
[3]において EC のminimizerに対して，部分正則性に関する次の結果が得られた．

定理 1. (M, g) を m-次元リーマン多様体，Ω ⊂ M を滑らかな境界 ∂Ω を持つ有界領域とし，
(Rn, F )をフィンスラー多様体とする．さらに，フィンスラー構造 F (1)と (2)を満たすとする．
さらに，2 ≤ m ≤ 4とし，境界条件 f はある s > mに対して f ∈ H1,s(Ω, Rn) を満たすとする．
u ∈ H1,2(Ω, Rn)を

H1,2
f (Ω, Rn) := {v ∈ H1,2(Ω, Rn) ; v − f ∈ H1,2

0 (Ω, Rn)}.

の中での energyのminimizerとする．このとき，開集合Ω0 ⊂ Ω でC0,α(Ω0, Rn)をあるα ∈ (0, 1)
に対して満たすものがある．さらに， Hm−2−δ(Ω \ Ω0) = 0 がある δ > 0に対して成り立つ．
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次に，「適当な条件下で，除外集合なしの正則性は得られるか？」という問題が考えられる．こ

れに対して，F (u,X)に特殊な構造を仮定して，定義域の内部におけるヘルダー連続性が得られ
ることが示された．今回の講演で主に述べるのはこの結果についてである．

(N,h)をリーマン多様体とし，ある点 p0 ∈ N を固定し r0を p0の単射半径とする．B(p0, r0) =
{x ∈ N ; dist(p0, x) < r0}上で正規座標系 u = (u1, ..., un)をとり，この座標系に関する計量 h

の係数を hij(u)と表す．この hij(u)から次のフィンスラー計量を考える．

F (u,X) =
√

hij(u)XiXj + B(u,X), (3)

ただし，B : TN → Rは C∞(TN \ 0) に属す関数で，X に関して２次の正同次性を持つとする.
BのX に関するヘッセ行列を (bij(u, X))とおき，条件

bij(u,X) =
∂2B(u,X)
∂Xi∂Xj

を満たすとする．以上の条件のもとで，次の結果が得られる [2]．

定理 2. (M, g) と Ω ⊂ M を定理 1 と同様とする．F (u,X) を (3) で与えられるフィンスラー
構造とし，フィンスラー多様体 (Rn, F ) を考える．さらに，F は (1), (2) と次の条件を B0 =
B(p0, R0) ⊂ N (R0 < r0) 上で満たすとする:

(i) ある cb < 1に対して bij は次を満たす．∣∣bij(u,X)uiXj
∣∣ ≤ cb

∣∣hij(u)uiXj
∣∣ for all (u, X) ∈ TB0.

(ii) 次の条件が任意の (u,X) ∈ TB0 に対して成り立つような σ > 0が存在する．

{hij(u) + bij(u,X)}XiXj +
1
2
uk{hij,k(u) + bij,k(u,X)}XiXj . ≥ σ|X|2,

ただし，hij,k = ∂hij/∂uk，bij,k = ∂bij/∂uk とする．

φをφ(∂Ω) ⊂ B0を満たす滑らかな境界条件とする．このときH1,2
φ (Ω, B0) := {v ∈ H1,2(Ω, B0) ; v−

φ ∈ H1,2
0 (Ω, B0)}. の中で energyの最小値を与える弱調和写像 uが存在し，uは Ωでヘルダー連

続となる．
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